
【課題管理表の特徴】
• 検討プロセスが全て記載されており、具体的な進捗と意思決定に至る経緯が把握できる
• 決定要因が明確化されており、実際のスケジュールリミットが把握できる
• コスト変動が記載されており、コスト変動を加味した課題解決判断が可能
• 課題起因者と解決主担当が明確化されており、課題解決に向けた関係者の責務が
明確化されている

プロジェクト
の基本情報

プロジェクト名称 足柄上合同庁舎本館新築工事に関わるCM業務

所在地 神奈川県足柄上郡
種別１ ■新築
種別２ ■非住宅建築

ＣＭ業務委託
者に関する情
報

ＣＭ業務委託者名 神奈川県知事 黒岩祐治
ＣＭ業務委託者の所在地 神奈川県横浜市中区日本大通１
種別 ■公共法人

応募者に関
する情報

応募者（法人）名 株式会社三菱地所設計
種別応募者（法人）の所在地 東京都千代田区
種別 ■設計事務所系

CMRの参画時期 ■基本計画段階、■基本設計段階、■実施設計
段階、■工事発注段階、■工事段階、■完成後

CMRの選定方法 ■その他（入札）
設計と施工の発注形式 ■設計施工一括
設計者の選定 ■その他（総合評価型落札方式）
工事施工者の選定 ■その他（総合評価型落札方式）
設計施工者の選定時期 ■基本計画完了時

足柄上合同庁舎本館新築工事に関わるCM業務

プロジェクト目標・CM業務目標すべて達成！

計画地

新松田駅酒匂川

出典：Google map
竣工年
所在地
用途
敷地面積
延床面積
階数
構造
設計施工者

2018年2月
神奈川県足柄上
庁舎
34,734㎡（敷地全体）
8,943㎡
地上5階
RC造・一部S造（梁）､免震構造
戸田建設 ■ プロジェクトの背景

足柄上合同庁舎は、大規模な災害が発生した際に、現地災害対策本部の一翼として災害応

急活動を実施する拠点となるなど重要な位置づけの施設となっている。足柄上合同庁舎の本館
は昭和47年に建設され、老朽化が著しく耐震性も低いことから、建替えることとなった。建替えに
あたり、神奈川県は初めて設計施工一括発注方式を採用することとした。当社はＣＭＲとして選
定され、２期にわたり第1段階では調査業務、第2段階では発注支援・監修業務を実施した。

緊急財政対策

公共工事の発注見直し

【目標】

コスト縮減

【選択された手法】

基本計画から移行する
設計施工一括発注方式

の試行

神奈川県として未経験

CMR

支援要請

技術的
支援

【業務の達成度】【ＣＭ業務の目標】

新しい発注スキームの構築 効果的な技術提案を促す
要求水準書などの発注資料の完成。

設計施工一括発注方式における
プロセスの透明化

各段階における
要求水準等のチェック方法の確立。

プロジェクト目標を実現する
確実な品質・コスト・
スケジュール管理

契約金額内及び
マスタースケジュール内での竣工。

ユーザー要望の
充足

コスト削減

設計施工者からの工期短縮に効果的な設計期間・施工期間の提案により
約2か月の工期短縮が実現。工期短縮

要求水準書に基づく適切な施工者独自提案の採用などにより
予定金額を下回る工事費での契約が実現。

発注者の要求に基づく発注資料（要求水準書・基本計画等）の作成により
発注者の求める施設性能・品質を確保。

【プロジェクトの目標】 【プロジェクトの達成度】

設計段階・施工段階の変更内容と変更金額の増減を常に管理。
適時かつ適切に増額・減額を調整しながら進めることにより

契約金額内での竣工を実現。
コスト変動ゼロ

県の
大目標

実施に
おける
詳細目標

第１段階 業務実施体制 第２段階 業務実施体制

各種協議 報告

県主管部

ＣＭＲ

現地担当部署

関係部

関係部

・ユーザー１

・ユーザー２

・ユーザー３

基本計画の作成
スキームの構築

各種協議 報告

県主管部

ＣＭＲ

現地担当部署
（ユーザー窓口）

基本設計・実施設計
工事施工

設計
施工者

各種マネジメント

各入居官署

プロジェクトフェーズに応じて変化するＣＭＲ役割への柔軟な対応

プロジェクト進行

書類雛型作成

発注手続

県庁内既往の手続・業務
と親和性が高い

県内ＰＦＩ事例

設計施工一括方
式事例

要
素
を
抽
出

他同種
プロジェクト
で活用

本プロジェクト
の成功

モデル
プロジェクト
として昇華

神奈川県として
・事例なし
・根拠法令なし

ＰＦＩにおける
性能発注・要求水準
・責任負担など
の考え方を準用

最初から組み立てると
庁内合意形成に
膨大な時間が必要 時

間
短
縮

事例を基本にしたスキーム構築

「基本計画から移行する設計施工一括発注方式」を成功に導くスキームの提案

当時、実施事例が殆ど無かった「基本計画+設計施工一括方式」が選択され、県にノウハウが無い状態から短期間で
プロジェクトスキームを構築する必要があった。そのため、CMRは下記提案を行った。
①本プロジェクトが今後のモデルプロジェクトとして活用されるために、PFIを準用したスキーム構築を提案。
②モデルプロジェクトとして広く活用されるために、既に県が保有する書式や業務手順を基本とし、それに「設計施工
一括方式事例」と「県内PFI方式事例」から抽出した要素を加える「足し算方式」でスキームを構築することを提案。

CMRは企画から発注にかけての第1段階と、設計から工事施工にかけての第2段階にわたり発注者の技術支援
を行った。段階ごとに変化するCMRの役割に応じ、業務実施体制を変更するなど柔軟に対応し、円滑なプロジェ
クト進行の要となった。

県コメント

使い勝手の良い、快適なトイレの整備検討(10/26)
→トイレの設えについて打合せにて提案予定。（戸田：
11/20）
→実施設計段階で改めて詳細を提示予定。（戸田：1/29）
→詳細図を提示（戸田：3/4）
→女子トイレのトイレブース及び手洗いの設置位置を検討
すること。（MJS：3/4）
→5階トイレの詳細図を提示。（戸田：3/18）
→基準階については戸田にて検討中。（戸田：3/25）
→大便器について提案。（戸田：4/8）
→大便器を含めた詳細について再提案。（戸田：4/15）
→打合せでの指摘を踏まえて実施設計図作成、提出。（戸
田：5/13）
→実施設計図で確認済み（MJS：8/19）

平面詳細図の確定時期 県
戸田（建築・機

械）
10/26 - 4月下旬 -

県コメント

正門からの動線上に点字ブロックを配置等検討(10/26)
→外構計画で一緒に提案予定。（戸田：11/20）
→外構計画について提案。（戸田：1/15）
→仮使用時の計画を内部で検討する。（県：3/25）
→仮使用時の点字ブロックは必要無いことを確認した。
（県：4/1）

県 県 10/26
（別紙によ

る）
4月下旬 ×

MJSコメント

各所室の配置について関係部署調整の要否確認(10/26)
→各階平面計画について変更案を提案。（戸田：11/20）
→各階平面計画について変更案を提案。（戸田：12/4、7）
→検討結果回答予定（県：12/11）
→12/11に検討結果回答（県：12/18）
→各階平面計画について変更案を提案。（戸田：12/18）
→2階平面計画について変更案を提案。（戸田：12/22）
→各階平面計画について変更案を提案。（戸田：12/25）
→各階平面計画について変更案を提案。（戸田：1/8）
→基本設計図書最終版として提出。（戸田：3/11）

平面図の確定時期 MJS 県 10/26
（別紙によ

る）
12月末 ○

MJSコメント

各階ＡＨＵ・EPSスペース等と事務室側への配管・配線の取
合いについて確認(10/26)
→検討の上、資料を打合せで提出する予定。（戸田：
11/20）
→各階ダクトルート図を設備分科会で提出し、了承を得
た。（戸田：12/17）
→各階ダクトルート図を建築分科会で提出。（戸田：
12/18）

平面図の確定時期 MJS 戸田（建築他） 10/26 - 12月末 ○

MJSコメント

ピット部分、水槽等への点検ルート等を確認(10/26)
→平面計画検討の中で一緒に確認予定。（戸田：11/20）
→免震ピットマシンハッチ位置を提案。（戸田：12/18） 平面図の確定時期 MJS 戸田（建築他） 10/26 - 12月末 ○

主担当 起案日 決定期限
発注者

最終確認日

懸案・検討事項

採否起因理由 対応状況 決定期限要因 起案者
概算金額
（円）

【決定期日】
スケジュール・
リミットの明確化

コストインパクトの把握検討進捗状況・プロセスの開示

A-1 共通 トイレ

A-2 共通 バリアフリー条例関連

A-3 共通 諸室配置

A-4 共通 各階設備スペース

A-5 共通 点検ルートの確認

Ｎｏ．
懸案・検討事項

階数等

【Ａ．設計　共通】

【起案者】起因者・検討主体者の明確化

【情報管理の特徴】
・ＣＭＲが主体となり課題を収集・管理
・１週間単位で管理することで漏れの無い課題抽出を実施
・リスクへの適時対応

A-1

A-2

Ｂ-1

Ｂ-2

Ｃ-1

Ｃ-2

Ｄ-1

Ｄ2

Ｅ-1

Ｅ-2

Ｆ-1

Ｆ-2

■検討事項管理状況一覧表

Ｎｏ．

検討事項

懸案・検討事項 対象
資料 起因理由 対応状況 決定期限要因 起案者

Ｇ その他

主担当 概算金額 起案日 決定期限
発注者
最終確

認日

採
否

Ｃ．電気

Ｄ．機械

Ｂ．構造

変更
指示
Ｎｏ

Ａ．建築

Ｅ．関連工事（別途工事等）

Ｆ．施工関連

計画1
検討会議

計画2
検討会議

計画3
検討会議

運用
管理

計画○
検討会議

最新情報へ更新

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ

検討

検討事項・課題・問題と
誰が・何を・いつまでに

を管理

課題管理表

問題

検討事項

注意喚起・情報共有

情報

市

設計
施工者 関係者

課題

＜情報管理の仕組み＞

ＣＭＲ

進捗状況把握 情報一元化

プロジェクトの
全体期間短縮

プロジェクト目標・CM業務目標と達成度

プロジェクト目標・CM業務目標の達成に向けた具体的手法

1

2

プロジェクトに関する情報を一元管理する仕組みの構築3

・関係者のＴＯ ＤＯ管理を実施し課題
解決プロセスを管理

・適時の管理と担当者に向けた早期の
アラーム発報による進行促進

免震層

階
段
室
等
共
用
部

昇
降
機
設
備

階
段
室
等
共
用
部

小田原保健福祉事務所足柄上センター

県西土木事務所

共用会議室

農業技術センター
足柄地区事務所

森林再生課
足柄駐在事務所

自然環境保全
センター

足柄地区事務所

県西教育事務所
足柄上指導課

農政部環境部
森林部

設備諸室
県西地域総合

センター総務部県
民の声スペース

エントランス

ロビー 酒匂川水系ダム管理事務所

県西地域県政
総合センター

総務部

▼平面計画：２～５階の各階は、エ
レベーターや階段、トイレ、機械室
などを集約した「コア」とその３方
を取り囲む「執務空間」からなる

■ 平面・断面イメージ

■ スケジュール

▼断面計画：８つの行政機関からなる合同庁舎

2018

１６か月

2015 2016 2017

発注

実施設計
基本設計

工事施工

事業計画

2014

５か月
６か月

PJ
実施
段階

CM
業務

第一段階
第二段階

11月 3月
6月 3月

1月完成9月着工

発注支援・監修業務
調査業務

４か月
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